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戦略的国際科学技術協力推進事業 

国際緊急共同研究・調査支援プログラム（J-RAPID） 

 

１．研究・調査課題名：「東北・福島地方における放射性物質の移行に関する研究」 

２．研究・調査期間：平成２３年１０月～平成２５年３月 

３．支援額： 総額   ５，４４５，０００円 
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５．研究・調査の目的 

本研究は、フランスの気候環境科学研究所（LSCE）と協力して、土壌粒子に強力に吸着

した放射性物質の測定値を通して、福島の原発事故と津波が環境にもたらした結果をより



 ２ 

広範に調査することを目的とする。具体的には、日本側は放射性物質や土砂流出モニタリ

ングを担当し、フランス側は放射性物質の移行モデルを担当する。 

両国の研究チームが相互補完的に取り組むことで、土壌や川や海等への環境汚染の拡大

を評価していくための重要なデータが収集されることが期待される。 

 

６．研究・調査の成果 

 ６－１ 研究・調査の成果 

・本研究では、福島第一原子力発電所の事故後の、河川流域における土壌、河川、海洋等

の放射性核種による環境汚染の拡大を評価していくための重要なデータの収集を行った。

これまで、我が国の山地流域に蓄積した放射性核種の下流域への拡散について利用可能な

データはなかったが、本調査により、詳細な現地観測データに基づいて、土壌から河川、

海洋への放射性核種の移行状況の把握が可能になった。この先駆的な調査は、原子力発電

所事故による放射能汚染の河川流域内での拡大と長期的汚染の基礎情報となり、放射能汚

染の防止に関する流域管理の提案と更なる研究の発展に貢献するものと期待される。 

 

 

７．主な論文発表・特許等（５件以内） 
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